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連結業績及び個別業績の前期実績との差異に関するお知らせ 

 

 

本日公表の「2022 年２月期 決算短信［日本基準］（連結）で公表いたしました 2022 年２月期業績に

つきまして、前期実績（2021 年２月期）との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

 

記 

 

１． 連結業績と前年実績との差異 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前期（2021 年２月期） 

実績値（Ａ） 
4,716 △1,692 △1,577 △1,251 △279 円 70 銭 

当期（2022 年２月期） 

実績値（Ｂ） 
4,619 △1,179 263 582 111 円 89 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △96 512 1,840 1,833 － 

増減率（％） △2.1 － － － － 

 

（差異が生じた理由） 

 当連結会計年度における外食産業は、新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大防止を目的として複数

回にわたる緊急事態宣言、まん延防止等重点措置の発出による政府の休業要請、また、自治体による営業時間

の短縮要請及び酒類提供の時間制限もあり、さまざまな要請を受ける中、企業としての社会的責任を果たすとい

う観点から、そうした各要請に対応いたしました。 

一方で、雇用調整助成金、休業協力金を受給したことに加え、海外子会社 ZETTON,INC.における米国政府

による大型助成金を得たことで、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は黒字にて着地しております。 

 

  



２．個別業績と前年実績との差異 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前期（2021 年２月期） 

実績値（Ａ） 
4,251 △1,441 △1,323 △985 △220 円 37 銭 

当期（2022 年２月期） 

実績値（Ｂ） 
3,856 △1,337 105 77 14 円 99 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △394 104 1,429 1,063 － 

増減率（％） △9.3 － － － － 

 

（差異が生じた理由） 

  雇用調整助成金の獲得によるスタッフの雇用維持や休業協力金等を効率的に受けるための営業体制の最適

化を図ることで、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は黒字にて着地しております。 

 

 

以上 

 


